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 「現業機関における柔軟な働き方の実現について」が提案されて以降、

これらの職場実態と今後の展望などの観点から「除草・除雪等」

の融合に反対する立場を明らかにします。 

 

以上の観点から、輸送サービス労組は提案を受

けた現時点において反対の立場にあり、除草・除雪作業を融合する必要性を理解できるも

のではありません。 

 したがって、下記の項目を申し入れ速やかな団体交渉開催を要請しました。 

1. 「現業機関における柔軟な働き方の実現について」で示されている除

草・除雪作業の融合について以下の点を明らかにすること。 

（1） JR東日本及びJR東日本グループ各社が行う①2020年度の除草・除

雪作業の実績、②2021年度の計画、③「現業機関における柔軟な働き

方について」実施以降の計画について、支社・新幹線統括本部・本社

附属機関別に具体的に明らかにすること。 

（2） 除草・除雪作業を必要とする具体的な箇所と計画、予算規模につ

いて明らかにすること。 

2. 除草・除雪作業の融合によるグループ会社、パートナー会社、協力会

社の働き手の減 少や作業者の収入の減少など、施策計画・実施による

具体的想定を明らかにすること。 

3. 除草・除雪作業に伴いJR東日本グループで発生した設備トラブルおよ

び労働災害事 故の過去3年間の発生状況を明らかにすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「現業機関における柔軟な働き方の実現について」における

業務の融合「除草・除雪」に関する解明申し入れ を行う！ 

安全性と専門性を低下させグループ会社の雇用を奪う施策は反対！
〜ジョブローテーションの失敗を繰り返すな！〜 

〜多様な人材のスペシャリストを育成し、安全性と専門性を創造しよう！〜 

〜業務委託した除草・除雪作業を会社の都合で現業機関に戻すことに反対！〜 




